
項目 総合

Ⅰ

２

家庭や地域の教育力の向上に努める。
　・あいさつの地域ぐるみの推進
　・ＰＴＡ独自の具体的取組の推進
　・家庭教育学級の充実やおやじ学級づくり

・ＰＴＡと地域役員との合同交流会を実施する。
・ＰＴＡ独自の取組である「子どもを健やかに育て
る推進活動」への積極的取組を呼び掛け、結果
を公開し、評価をその後の実践に生かす。
・内容の充実した家庭教育学級を計画し、積極
的参加を呼び掛けていく。

２．８

○　取組結果を公開し、参考となる取組の紹
介を行った。「明るくあいさつを交わそう」があ
る程度以上できたが95％
○　学校だけでなく、家庭や地域と連携したあ
いさつの指導が必要である。
○　コロナ感染予防のため予定していた取組
ができなかった。

３

開かれた学校づくりを推進する。
　・積極的な情報発信
　・地域関係機関との連携
　・学校運営協議会委員との連携強化

・学校行事・学習活動の様子を積極的にホーム
ページ上で公開する。また、児童作品を積極的
に新聞等に投稿する。
・学校だよりを定期的に発行する。（月１回）
・学校運営協議会委員による学校参観を実施す
るとともに、課題解決のための協議を行う。

３．２

○　ホームページの更新、学校だよりの定期
的な発行を行ってきた。児童作品の新聞への
投稿は職員間に広がりつつある。
○　学校運営協議会委員との協議で様々な
意見を聞くことができ、大変参考になった。

Ⅱ

２

豊かな心を育む教育を推進する。
  ・日本一流を目指したあいさつ、返事の実践
  ・相手の立場を考えて行動できる児童の育成
　・人権意識を高める指導の実践
　・奉仕活動やボランティア活動等、体験活動を生か
した道徳教育の推進

・児童会活動を中心とした日常的なあいさつ運動
を実施するとともに職員から積極的にあいさつを
する。また、返事の指導を徹底する。
・児童の実態を受けて計画された特別活動を実
践し、よりよい人間関係づくりと主体的な活動の
展開を図る。
・体験を通じて学ばせるとともに、体験と結び付け
た道徳の授業を展開していく。

２．８

○　朝のあいさつに元気がないので、放送な
どで呼びかけを行う。また、時と場に応じた会
釈等のあいさつも指導していく必要がある。
○　よりよい人間関係づくりとして、学級活動の
時間にもＳＳＴのような活動を計画していく。
○　運動会等の学校行事等を通して、友だち
と協力することの大切さや主体的に取り組む
喜びを感じている児童が増えつつある。

３

健やかな体を育む教育を推進する。
　・運動の習慣化
　・体育学習の内容、場の設定の工夫
  ・望ましい生活習慣の定着化

・「体力向上プラン」を生かして体育科の授業内
容を構成し、運動量を確保した授業を実践する。
・毎朝、ラジオ体操や朝のさわやか体操に取り組
むとともに、昼休みは原則外で遊ぶことを推奨す
る。
・学校保健委員会の取組「健康家族にチャレン
ジ」を生かし、親子の健康意識を高める。

３．１

○　体力向上プランに基づき、サーキットカー
ドや五種目走カード等を利用し、運動量を確
保した授業を実践できた。
○　朝のラジオ体操やさわやか体操を継続し
ていきたい。
○　学校保健委員会では、メディアコントロー
ルを中心に取り組み、取組状況を文書等で紹
介したが、更なる啓発が必要と考える。

４
共生社会を目指す特別支援教育を推進する。
　・個々の実態把握と実態に応じた支援への取組
　・校内支援体制の整備と関係機関との連携

・本校の実態に応じた特別支援教育体制の整備
を図る。（通常学級と特別支援学級の交流、支援
員の配置）
・家庭との連携を図り、児童の実態の共通理解を
図る。
・ＳＳＷやＳＣ、民生委員児童委員と情報交換を
密にし、連携して指導に当たる。

３．２

○　通常学級と特別支援学級の担任が連携し
て児童理解に努め、支援員の配置等を効果
的に行うことができた。
○　児童の諸問題について民生委員児童委
員、町福祉課、保健センター、ＳＳＷ，ＳＣとも
連携しながら対応に当たっている。

Ⅲ

２

キャリア教育を推進する。
　・望ましい勤労観、職業観を育成するための計画作
成と実践
　・地元企業や人材等と連携した学習活動の推進

・県立農業大学校と連携した農業体験活動を継
続、発展させていく。
・地元企業（くみあいチキンフーズ、香川ランチ
等）との新たな連携の在り方を探る。
・子どもたちにとって先輩の話を聞く機会を設定
する。（生き方教室の実施）

３．５

○　体験学習が学年ごとにたくさん組まれてい
たり、地元の方と話す機会があったりしてよ
い。また、外部講師と連携した授業がスムーズ
にできている。
○　くみあいフーズチキン等との連携を深める
とともに、生き方教室の講師発掘も進めていき
たい。

Ⅳ

２

学校における安全、安心の確保に努める。
　・校内の安全整備
　・登下校時の安全指導の徹底
　・緊急時の避難体制の整備

・毎月の安全点検結果を基に、危険個所の把
握、修繕に努める。
・自転車運転許可制度を生かし、安全運転ルー
ルの徹底とヘルメット着用の徹底を図る。
・不審者、風水害、地震、火災に対応した避難訓
練の他、児童引き渡し訓練を実施していく。
・学校、家庭、地域が連携して登下校の安全確
保を図る。

３．３

○　安全点検の結果を基に、危険箇所等の修
繕が進んでいる。
○　ヘルメットの着用等、学校外での安全確
保について、更に保護者に啓発していく必要
がある。
○　非常時の児童引き渡し訓練を実施するこ
とができた。これを次年度につなげていきた
い。また、３月に津波避難訓練を通浜で実施
予定である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　４段階評定　　　　　　　　４：期待以上　　　３：ほぼ期待どおり　　　２：やや期待を下回る　　　１：改善を要する

・県教委が示す４つのチェックポイントを基にした
授業を進め、評価、改善を行う。また、主題研究
並びに初期研修を生かした相互参観を実施す
る。
・コンプライアンス推進委員会を毎週実施し、情
報の収集を行うとともに、タイムリーな情報発信に
努め、職員の意識を高める。

○　例年通り、運動会では盆踊り保存会の協
力の元、生演奏で川南盆踊りを実施できた。
○　コロナの影響でできないものもあったが、
自治公民館の協力を得ながら、高齢者との触
れ合い活動等ができた。
○　総合的な学習の時間を中心にしながら、
計画的にふるさと学習を進めることができた。

○　主題研究と初期研修でメンターチームを
組織し、多くの相互参観授業を実施でき、ＯＪ
Ｔの推進につながった。
○　コンプライアンス推進委員会の中で様々
な情報交換を行ったことで、タイムリーな情報
発信ができ、職員の意識を高めることができ
た。
○　更に働き方改革を進めていく必要がある。

３．２

３．３

学校や家庭、地域等が一体となって取り組む教育を
推進する。
　・地域の人材や素材を活用した学習や行事の充実
　・家庭学習の充実

・地域の人材・素材の開発に努めるとともに、地
域学校協働活動推進員との連携強化を図る。
・「家庭学習の手引き」をもとに学習の習慣化を図
るとともに、保護者による見届けを徹底する。
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１

結果の考察・分析　及び　改善策等

１

確かな学力を育む教育を推進する。
　・基本的な学習態度の育成
　・教職員の授業力向上
　・学校全体での組織的な学習指導の充実
　・ＩＣＴ機器を活用した授業づくりとプログラミング教
育の推進
　・読書機会の充実を図るための学習活動の推進
　・学校・家庭における学習の振り返りの徹底
　・外国語活動の推進

○　地域学校協働活動推進員と連携し、地域
人材・素材を活用した学習を実施している。
○　11月の家庭学習の見届け実施率は80％
である。次年度は、４月の懇談時にしっかりと
説明とお願いをしていく。

○　児童の11月の自己評価では「先生の目を
見て話を聞いている」が93％となっているが、
まだできていない児童の指導が必要である。
○　多くの相互参観授業を実施することがで
き、授業の評価・改善を行うことができた。
○　整備が進められれているタブレット等のＩＣ
Ｔ機器の活用方法について計画的に研修を
行っていく必要がある。
○　図書室のパソコンが新調され、図書の貸し
出し等がスムーズになるとともに、本の購入が
計画的に進められている。
○　学びの時間には、担任以外の職員も学級
に入り、算数を中心とした復習を行っている。

教職員の資質向上に努める。
　・教職員の授業力向上とＯＪＴの推進
　・服務規律の徹底
　・働き方改革の推進

３．５

評価指標　及び　具体的目標 方策・手立て

３．０
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１

ふるさと川南に学び、誇りや愛着を生む教育を推進
する。
　・ふるさと伝統芸能の伝承（川南盆踊り）
　・通山地区自治公民館と連携した活動の積極的実
践
　・総合的な学習の時間を通したふるさと学習の充実
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３．５

・運動会において全校児童、保護者で川南盆踊
りを披露する。また、地区十五夜祭りにも積極的
に参加する。
・公民館活動を活用した取組（ふるさと料理教
室、高齢者との触れ合い、見守り活動等）を積極
的に進める。
・ふるさとの自然、文化、産業等、ふるさとのよさを
学ぶ学習を計画的に展開する。

令和２年度　学校自己評価書　（川南町立通山小学校）

３．０

・聞く態度の育成に努め、対話的な学びを推進
する。
・「よりよい授業のためのチェックシート」を基に実
践・評価・改善を行う。
・授業において電子黒板、デジタル教科書を効
果的に使用するとともに、ＩＣＴ機器の活用方法並
びにプログラミング学習について研修を行う。
・図書室の環境整備を行うとともに国語科とリンク
した本の購入を進めていく。
・学習内容の定着を図るため、「学びの時間」を
生かした振り返りや、家庭学習での見届けを徹底
する。
・外国語専科教員の授業を基に外国語教育につ
いて研修を行う。
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３．１

項目


